iStorage NS の共有領域を管理する 


3 iStorage NS の共有領域を管理する 


♦ シャドウ コピー 

♦ メールアドレスを設定する 

♦ ユーザーが使用できる容量を制限する 

♦ ファイルの拡張子で書き込みを制限する 

♦ ディスク使用状況のレポートを作成する 

♦ ファイルを分額管理する 

♦ 複数サーバーの共有フォルダーを統合する (DFS) 
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3.1 シヤドウコピー 

ユーザーがローカルのコンピューター上のファイルを削除した場合、削除したファイルはゴミ箱に保存さ 
れるため、ゴミ箱を空にしない限り、削除したファイルを後から元に戻すことができます。しかし、ネッ 
トワーク経由でサーバー上のファイルを削除した場合、削除したファイルはゴミ箱に残らないため、ファ 
イルを元の状態に戻すことができません。しかし、シャドウコピーサービスを利用すると、サーバー上に 
保存しているファイルを削除した場合、これらをある時点の状態まで戻すことが可能となります。 

シャドウコピーサービスは、ある時点でのボリュームの状態のコピーを保存しておく機能です。ユーザー 
がサーバー上のファイルを元の状態に戻したい場合、管理者が復元操作を行なう必要はありません。クラ 
イアントコンピューターからネットワーク共有したサーバー上のファイルに対してユーザー自身が復元操 
作を行なうことができます。 

シャドウコピーサービスはスケジューリング機能を持っていますので、ご使用の環境やファイルの利用方 
法などに基づいてシャドウコピーの作成をスケジューリングし、負荷の低い時間帯等のタイミングで自動 
的にシヤドウコピーを作成することができます。 
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3.1.1 ボリュームシャドウコピーの動作 

シャドウコピーサービスは、サーバー上の特定のファイルに対してシャドウコピーを作成するのではなく、 
ボリューム全体のシャドウコピーを作成します。 

シャドウコピーは、最後に作成されたシャドウコピーから変更があったブロックレベルのコピーを作成し 
ます。 

シャドウコピーが使用するディスクの最大サイズは、既定ではコピー対象であるボリュームの10%に設定 
されています。シャドウコピーの使用ディスク容量が最大値に達した場合は、最も古いシャドウコピーが 
削除されます。また、1つのボリュームで作成されるシャドウコピーの最大数は64個ですので、ディスク 
使用量が最大値に達していなくても、65個目のシャドウコピーが作成された場合、最も古いシャドウコピ 
一が削除されます。 


ファイルに設定されたアクセス許可も保持しますので、ファイルを復元した場合、以前と同じアクセス許 
可が割り当てられます。しかし、削除したファイルを復元する場合は、そのファイルには復元先フォルダ 
一の既定のアクセス許可が設定されます。 


r 


【注意】 


V 


シャドウコピーのデータは一時的なものと認識してください。シャドウコピーの使 
用ディスク容量が設定した最大ディスク容量に達した場合、もしくは、シャドウコ 
ピーの数が既定では65個に達した場合、最も古いシャドウコピーが削除されます。 
そのため、シャドウコピーを有効にしても通常のパックアップ作業は必要です。大 
切なデータについては、必ずパックアップソフトウエアを使ってパックアップする 
ようにお願いします。 


A 


ノ 


% 

【注意】 シャドウコピーは読み取り専用です。編集はできません。 
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3.1.2 シャドウコピーの設定 

シャドウコピーの設定を行なう際、以下を決定する必要がありますので、運用環境やファイルの利用状況 
などから事前に検討してください。 

• シャドウコピ'—を有効にするボリュ 1 -ム 
• シャドウコピ' —を保存するボリュ 1 —ム 
• シャドウコピーのために確保するディスク領域 
• シャドウコピー作成のスケジュール 

3.1.2.1 シャドウコピーを有効にするボリューム 

シャドウコピーは、データボリュームに対して有効にしてください。システム領域を含むボリューム、仮 
想メモリのページングファイルや休止ファイルを含むボリュームでは、シャドウコピーを有効にしないで 
ください。 

シャドウコピーは NTFS ボリュームのみに対応しています。 FAT ボリュームでは動作しません。 

f 1 

【注意】 共有フォルダーのシャドウコピーに使用するボリュームを最適化（デフラグ） 

する場合、フォーマット時にクラスタアロケーションユニットサイズを 
16 KB 以上に設定してください。 

3.1.2.2 シャドウコピーを保存するボリューム 

シャドウコピーを保存するボリュームは、既定ではソースボリューム（コピー対象のユーザーデータが保 
存されているボリューム）と同じボリュームですが、同じサーバー上の別のボリュームに変更することが 
できます。例えば、シャドウコピーの対象ボリュームが F :¥ の場合、 G :¥ などの別のボリュームにシャド 
ウコピー保存のための専用ボリュームを作成することが可能です。 

【注意】 シャドウコピーを保存するボリュームを別ボリュ' —ムに変更するとパフォ 1 —マ 
ンスが向上します。更新量の多いファイルサーバーの場合は、このような運用 
をお勧めいたします。 

V J 
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3.1.2.3 シャドウコピーのためのディスク領域 

この領域はシャドウコピーでパックアップするデータを格納する領域で、既定ではそのボリュームの10% 
が設定されます。シャドウコピーによるバックアップ量が増え、この領域の使用率が100%に達した場合 
は、新しいシャドウコピーのための空き領域を確保するため、古いシャドウコピーから順次自動で削除さ 
れます。したがって、そのボリュームに対して更新される頻度（更新量）が多い場合や保持したい世代数を 
多く取りたい場合は、あらかじめその領域を増やす必要があります。 


3.1.2.4 シャドウコピー作成のスケジュール 

シャドウコピーはスケジューリング機能を持っているため、定期的にシャドウコピーを作成することがで 
きます。お客様の運用に合わせてスケジュールを設定してください。 

シャドウコピーを頻繁に作成すると、ユーザーが必要とする バージ ョ ン のシャドウコピーを復元できる可 
能性が高くなります。しかし、1つのボリュームに作成できるシャドウコピーの数は既定では最大64個で 
すので、シャドウコピー作成の間隔を短くすると早い段階でシャドウコピーが削除されてしまう可能性が 
あります。また、作成されるシャドウコピー数が多いほどシャドウコピーによる消費ディスク領域も増え 
ますので、ご考慮ください。 


- ^ 

【注意】 シャドウコピーを作成する頻度の上限は、1時間につき1回までにしてください。 
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3.1.3 シャドウコピーの設定手順 

シャドウコピーの設定画面は以下の手順で表示することができます。 

1. 管理者メニューの[共有と記憶域の管理]をクリックします。 



2. 下記の画面が開きますので、中央画面から[ボリューム]タブを選択し、対象のボリューム名を選択し、 
[プロパティ]をクリックします。 



【注意】シャドウコピーはデータボリュームを対象とした機能です。したがって、システム領 
域を含むボリューム、および、仮想メモリのページングファイルや休止ファイルを 
含むボリュームを選択しないでください。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3. 下記ダイアログで [シャ ドウコピー]タブを選択します。 



[ボリュームの 選択]欄には、下記の情報が表示されます。対象のボリュームを選択し、各操作ボタンをク 
リックしてください。 

•[ボリューム] 

シャドウコピーサービスを利用で きる サーバー上のボリュームがすべて表示され ます。 シャドウコ 
ピーは、 NTFS ファイルシステムのデータボリュームのみで使用で きます。 シャドウコピーを管理 
する には、ここで対象のボリュームを選択して、実行す る タスクを選択し ます。 C ドライブや 
System Reserved ボリュームを選択しないようにしてください。 

• [次回実行時刻] 

シャドウコピーサービスが有効な場合、次にシャドウコピーを作成する日時が表示されます。 

• [共有数] 

ボリュ 1 ーム上に存在する共有フオルダ'—の数が表示されます。 

• [使用領域] 

シャドウコピーが現在使用しているディスク容量がボリュームごとに表示されます。 
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また、ボリュームを選択後、下記のボタンをクリックして操作を行えます。 



[有効]ボタン 

選択したボリュームのシャドウコピーを作成し、スケジュールを有効にします。 

[無効]ボタン 

選択したボリュームのスケジュールを無効にします。保存していたシャドウコピーはすべて削除さ 
れます。 

[設定]ボタン 

選択したボリュームのスケジュールやシヤドウコピーのための記憶域容量の設定を行ないます。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


また、画面の下半分では以下の操作が行えます。 



. [選択したボリュームのシャドウ コピー] 

保存されているシャドウコピー(作成された日時）の一覧が表示されます。 

• [今すぐ作成]ボタン 

選択したボリュームのシャドウコピーを手動で作成します。 

• [今すぐ削除]ボタン 

シャドウコピーの削除を行ないます。保存されているシャドウコピーの一覧から削除したいシャド 
ウコピーを選択し、[削除]ボタンをクリックしてください。 

• [元に戻す]ボタン 

シャドウコピーからボリュームの復元を行ないます。保存されているシャドウコピーの一覧から元 
に戻したいシヤドウコピーを選択し、[元に戻す]ボタンをクリックしてください。指定したボリュ 
ーム全体を元の状態に戻します。 
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3.1.3.1 シャドウコピーの有効/無効 


シャドウコピーを有効にする場合は、[有効]ボタンをクリックしてください。 

[有刻ボタンを押すと、下記のような画面が表示されますので、表示内容を確認の上[はい]ボタンをクリ 
ックしてください。 


シャドウコビー®有効 ft 


シゃドウコピーを有効にすると、既定のスゲジュ'•ルと設定が使われ、退択したボリュームのシゃ 
ドウコピーが今すぐ’作成されます。 

重要既定の設定は I / O 負荷が®いサ勹卜には通していません。使用頻度が高いサづ卜には、手！)]で 
シゃ ドウコピーを構成し、 シゃ ドウコピーを実行しないボリューム上 (こ 記悄域を配匿してくださ U 


シャドウコトの詳讓こつ〇ては、 CZ 10 I ! 迎 してくださ U 
シャドウ コビーを有効に しま？か？ 


厂今後、このメッセージを表示しない⑼ 

は UY ) 1 いいえ…） 


[はい]ボタンを押すと、下記の処理が実行されます。 

. デフォルトのシャドウコピーの記憶域の最大値（ボリュームサイズの10%)が設定されます。 

• 選択したボリュームのシャドウコピーが1つ作成され、それに応じて使用領域が計算されます。 

• 月曜から金曜までの午前7時と12時にシャドウコピーを作成するスケジュールが新規作成されま 
す。 

一旦作成されたスケジュールは、お客様の運用に応じて変更してください。 

シャドウ コピーを 無効にする場合は、[無効]ボタンをクリックしてください。 

[無 刻ボタンを押すと、その ボリューム 上に存在するすべてのシャドウ コピー、 およびシャドウ コピーの 
スケジュールが削除されます。 
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3.1.3. 2 シャドウコピーの作成 

シャドウコピーの作成は、スケジューリングによる作成と手動での作成の2つの方法があります。手動で 
シャドウコピーを作成する場合は、シャドウコピー画面にて、対象のボリュームを選択し、[今すぐ作成] 
ボタンをクリックしてください。スケジューリングによるシャドウコピーの作成については、本書の 
【3. 1.3. 3スケジュ 1 —/レの 設定】で説明します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.1.3. 3 スケジュールの設定 

1. 以下のシャドウコピー画面にて、対象のボリュームを選択し、『設定]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


2. 以下の画面が表示されるので [スケジュール] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3. 以下のスケジュールの設定画面が表示されます。 



最上段のドロップダウンリストが、現在選択中のスケジュールです。複数のスケジュールが存在する場合、 
他のスケジュールに表示を切り替えることができます。 


D：¥ 


スケジュール 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


スケジュールの設定画面では次の操作を行なうことができます。 


1) 新規 

新規にスケジュールを作成する場合は、[新規]ボタンをクリックし、シャドウコピー作成を開始する 
日時と、頻度を指定してください。 

2) 削除 

[削除]ボタンをクリックすると、現在選択しているスケジュールを削除します。 

3) 修正 

表示されているスケジュールの項目を修正し、 [0 K ] ボタンをクリックすると、現在選択しているス 
ケジュールを修正します。 

4) 詳細設定 

[詳細設定]ボタンを押すと、下記のような[スケジュールオプションの詳細設定]が表示されます。 



? 1 

【注意】 シャドウコピーの作成頻度は、1時間につき1回までにしてください。 
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3.1.3.4 シャドウコピーからの復元 

保存されているシャドウコピーから、ファイルやフォルダーを復元したい場合、 
. ボリュームのプロパティの[シャドウコピー]タブからの復元操作 
. ボリュームのプロパティの[以前のパー ジョン] タブからの復元操作 
があります。 

下記画面の[元に戻す]ボタンをクリックすると、ボリューム全体を復元します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


[元に戻す]ボタンを押すと下記のような警告が表示されます。確認の上、 チェ ックボックスをチェックして、 
[今すぐ元に戻す]ボタンを押します。 



[以前のバージヨン]タブから復元を行なう場合は、ボリューム単位ではなく、特定のファイルやフォルダー 
を選択し、復元することができます。 

詳細な復元手順は、本書の 【3.1.5 Windows クライアントからの復元 操作】を参照してください。 
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3.1.3.5 シャドウコピー記憶域の設定 

下記の手順にて、シャドウコピー記憶域の最大ディスク容量の設定を行うことができます。 

1. シャドウコピー管理画面にて、対象のボリュームを選択し、[設定]ボタンをクリックします。 
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2. 以下の設定画面で、シャドウコピーの記憶域のボリューム、およびサイズを変更できます。シャド 
ウコピーが使用できる最大ディスク容量の既定値は、ソースボリュームのサイズの10%です。この 
値は変更することができますが、この値を大きくしても1つのボリュームに作成できるシャドウコ 
ピーは最大64個です。 



なお、上記の例では[次のボリューム上に配置]のプルダウンメニューが無効化されており、他のボリュー 
ムを選択できない状態になっています。これは既にシャドウコピー記憶域が D : に設定されて現在使用中に 
なっているためです。他のドライブを選択するには、手順1の画面に戻り、[無刻ボタンを押してから、再 
度[設定]ボタンを押してください。 
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3. 上記画面にて、[詳網ボタンをクリックすると、以下の画面が表示され、シャドウコピー記憶域の 
情報が表示されます。 



• [使用領域] 

現在シャドウコピーが使用しているディスク容量が表示されます。 

• [最大サイズ] 

シャドウコピーが使用できる最大デ イス ク容量が表示されます。 


f == 

【注意】 


V 


% 

シャ ドウコピーのための記憶域のサイズを小さくするときは注意が必要です。 

現在、シャドウコピーで使用しているサイズより小さいサイズを設定すると、新しい 
制限に合わせて古いシャドウコピーが削除されます。削除されたシャドウコピーは元 
に戻すことができません。 


【注意】シャドウコピーの記憶域を別のボリュームに変更する場合、シャドウコピーを無効化 
する必要がありますが、無効化するとすべてのシヤドウコピーが削除されます。 
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3.1.4 シャドウコピークライアントのインストール 

Windows XP(*1)、Windows 2000 (SP3 以降）に関しては、シャドウコピーにアクセスするためのシャド 
ウコピークライアントのインストールが必要となります。 

(*1) Windows XPSP2 を適用するとシャドウコピークライアントが自動的にインストールされます。 

3.1.4.1 クライアントのインストール手順 

シャドウコピークライアントをインストールする場合は、下記のマイクロソフトのホームページから、シ 
ヤドウコピークライアントセツトアップモジュールをダウンロードし、インストールを行なってください。 


http://www.microsoft.com/downloads た letails.aspx?displavlanq=ia&FamilvlD=e 382358 f-33c3-4de7-acd8-a3 

3ac92d295e 

(2011 年11月1日現在） 


クライアントモジュールをインストールすることで、ネットワーク共有上のファイルおよびフォルダーの 
[プロパティ]ダイアログボックスに下記の図のような[以前のパージョン]タブが追加されます。ユーザ 
一は、[以前のパージョン]タブにある[表示]、 [コピー]、 [復元]の3つのオプションをそれぞれ選択する 
ことができます。 
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3.1.5 Windows クライアントからの復元操作 

シャドウコピーサービスを利用してファイルやフォルダーの復元（コピー）操作を行なう場合は、クライア 
ントコンピューター上のエクスプローラーから操作を行ないます。 

3.1.5.1 削除したファイルの復元 

削除したファイルを復元する場合は、以下の手順に従って、クライアント上のエクスプローラーから操作 
を行ないます。 

1 . 削除したファイルが格納されていた共有フォルダーを選択します。 

2. 選択したフォルダー内で右クリックし、[プロパティ]メニューをクリックします。 
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3. プロパティ画面にて[以前のパージョン]タブをクリックします。 



4. [フォルダのバージョン]にシャドウコピーの世代の一覧が表示されますので、削除される前のファ 
イルを含むフォルダーのパージョンを選択し、[表示]ボタンをクリックします。 
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5. 選択した世代の フォルダー内のファイルー覧が表示されますので、復元したいファイルを選択しま 
す。 



元の場所（共有フォルダー）にファイルを復元したい場合は[復元]ボタンをクリックしてください。また、 
他の場所に復元（コピー）したい場合は、[コピー]ボタンをクリックしてください。 クライアントの 0 S 
によっては、画面下の[表示]、[コピー]、[復元]ボタンが表示されませんので、その場合は、復元したいフ 
アイルを選択し、右クリックにて表示されるメニューから[コピー]を選択し、ファイルの復元（コピー） 
を行ってください。 


132 














iStorage NS の共有領域を管理する 


3.1.5.2 更新したファイルの復元 

誤って更新したファイルや壊れたファイルを復元する場合は、以下の手順に従って、クライアント上のェ 
クス プロー ラーから 操作を行ないます。 

1. 誤って更新したファイル（もしくは壊れたファイル）を選択します。 

2. 選択したファイルを右クリックし、 [プロパティ] をクリックします。 



逞択されたオブジェクトのブ□パティを表示します。 
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3. プロパティ画面にて[以前の バージョン] タブをクリックします。 



4. 戻したいバージョンを選択し、[復元]ボタンをクリックすれば、元の場所へ復元ができます。また、 
別の場所へ復元したい場合は、[コピー]ボタンをクリックして、戻したい場所を選択します。 

なお、[表示]ボタンをクリックするとファイルを開きます。 
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3.1.5.3 フォルダーの復元 

フォルダーを復元したい場合は、以下の手順に従って、クライアント上のエクスプローラーから操作を行 
ないます。 

1. 復元したいフォルダーを選択します。 

2. 右クリックにて [プロパティ] をクリックし、 プロパティ 画面にて[以前の バージョン] タブをクリ 
ックします。 



3. 復元したいパージョンを選択し、元の場所に復元したい場合は[復元]ボタンをタリックします。他 
の場所へ復元したい場合は、 [コピー] ボタンをクリックし、 コピー 先を指定します。 

なお、[復元] ( または [コピー]) を選択すると、そのフォルダーだけでなく配下のフォルダーまで、 
すべて復元（または コピー） されます。 


【注意】 以前のパージョンのフォルダーには存在していなかったファイルが、現在のフォルダ 

一に存在する場合、フォルダー全体に対して[復元]操作を実施しても、現在のフォル 
ダーからそのファイルを削除しません。 

V J 
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3.1.6 UNIX クライアントからの復元操作 

シャ ドウコピーを設定済みのボリュームに存在する NFS 共有については、 UNIX クライアントからファイ 
ル、フォルダーを復元することが可能です。 

シャドウコピーは NFS 共有直下に、 ".@GMT- (日付)”というディレクトリとして表示されます。 UNIX クラ 
イアントからディレクトリの復元操作を行なう場合は、該当する日時のシャドウコピーのディレクトリを 
復元したいディレクトリにコピーしてください。また、ファイルを復元する場合は、該当する日時のシャ 
ドウコピーのデイレクトリ配下から対象のファイルを選択し、復元したいデイレクトリにコピーしてくだ 
さい。 


デイレクトリ名に設定されている日時はグリニッジ標準時にて設定されています。 



の 




【注意】 シャドウコピーは読み取り専用です。編集はできません。 
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3.1.7 シャドウコピーサービスに関する注意事項 

. シャドウコピーは、 NTFS ファイルシステムのデータボリュームのみに対応しています。 FAT フ 
ァイルシステムには対応していません。 

. システム領域を含むボリューム、および、仮想メモリのページングファイルや休止ファイルを含む 
ボリュームでは、シャドウコピーサービスを有効にしないでください。 

. シャ ドウコピーは1 つの ボリュームにつき最大64個まで作成できます。それ以上 シャ ドウコピーが 
作成された場合、一番古い シャ ドウコピーが削除されます。 

• シャ ドウコピーが使用する記憶域サイズを小さくするときは注意が必要です。現在、 シャ ドウコピ 
一で使用しているサイズより小さ(/、サイズを設定すると、新しいサイズに合わせて古い シャ ドウコ 
ピーが削除されます。削除され たシャ ドウコピーは元に戻すことができません。 

• シャドウコピーを有効にするボリュームで最適化（デフラグ）を実行する予定がある場合は、その 
ボリュームを16 KB 以上のアロケーションユニットサイズでフォーマットしてください。 16KB 
未満の場合、ボリュームを最適化（デフラグ）した結果、シャドウコピーが削除されることがあり 
ます。 

• シャドウコピーの作成頻度は、最大1時間に1回までにしてください。 

. シャドウコピー作成のスケジュールは、パックアップツールやウイルス対策プログラム等との動作 
B 寺刻と重ならないような時間帯を設定してください。 

. シャドウコピーを設定していたボリュームを削除する場合、事前にシャドウコピーのスケジュール 
設定を削除してください。シャドウコピーのスケジュール設定が残ったまま、ボリューム削除を行 
った場合、イベントログに大量の「ソース： VSS イベント 旧: 7001」のイベントが記録されます。 

• イベント ログに 「ソース： Volsnap イベント 旧: 25」が記録される場合、シャドウコピーがすべて削 
除されます。詳細および回避策については、本書の [3.1. 7.2 予期せずシャドウコピーがすべて削 
除される現象に ついて】を参照ください。 
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3.1.7.1 シャ ドウ コピーを 世代 数で 管理す る方法について 

シャ ドウコピーでは世代数を変更することができます。変更する場合は、下記の手順に従いレジストリを 
変更してください。なお、シャドウコピーの世代数は全てのボリュームに対して同じ値が適用され、ボリ 
ューム毎に別の値を設定することはできません。 

/ \ 

【注意】レジストリエディターの使い方を誤ると、深刻な問題が発生することがあります。 

最悪の場合、オペレーティングシステムの再インストールが必要になることがあり 
ます。弊社ならびにマイクロソフト社は、レジストリエディターの誤用により発 
生した問題に関しては、切責任を負わないものとします。レジストリエディター 
は、お客様の責任においてご使用ください。 

V_ J 

1.iStorage NS 上に Administrator 権限でログオンし、レジスト リエ ディター (regedit.exe) を起動します。 

2. 次のレジストリキーを選択します。 

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services¥VSS¥Settings 

3. [編集] メニューの [新規]を選択し、 [DWORD 値]をクリックします。 

4. 名前に MaxShadowCopies と入力し、 Enter キーを押します。 

5. "MaxShadowCopies" をダブルクリックし、 10 進数を選択して指定したい値 (63 以下の値)を入力し 
ます。 

6. レジストリエディターを終了して、システムを再起動します。 

なお、デフォルト値は 64 で、指定できる最大数は 64 です。 
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3.1.7.2 予期せずシャドウコピーがすべて削除される現象について 

シャドウコピー記憶域を同ーボリューム（既定値）に設定している環境で I / O 負荷の高い場合、イベント 
ログに「ソース： Volsnap イベント旧:25」が記録され、予期せずシャドウコピーがすべて削除される現象 
が発生することがあります。 

回避策は以下の通りです。 

• シャ ドウコピーが設定されていない別のボリュームを用意する。 

• 問題を回避する必要があるボリュームのシヤドウコピー記憶域の設定で、上記の別ボリュームを指 
定する。 


3.1.7.3 Windows 7クライアントからシャドウコピ——覧が不正に見える現象 
について 

Windows 7クライアントから 、 iStorage NS 上の共有フォルダーのシャドウコピ-覧が下記のように不 

正に見える現象が発生することがあります。 


• 実際にはシャドウコピーの世代が複数存在するのに、世代が一つしか表示されない。 
• 複数の世代の日時が全て同じ値で表示される。 


回避策は下記の通りです。 

ただし、下記の回避策を実行すると 、 Windows 2000クライアントからシャドウコピーー覧が不正に見え 
るようになる可能性がありますので、お客様環境にて Windows 7を優先する場合、下記のレジストリを設 
定してください。 


r 


【注意】 


V 


レジストリエディターの使い方を誤ると、深刻な問題が発生することがあります。 
最悪の場合、オペレーティングシステムの再インストールが必要になることがあり 
ます。弊社ならびにマイクロソフト社は、レジストリエディターの誤用により発 
生した問題に関しては I 一切責任を負わないものとします。レジストリエディター 
は、お客様の責任においてご使用ください。 




ノ 
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1.iStorage NS 上に Administrator 権限でログオンし、レジストリエデイター (regedit.exe) を起動します。 

2. 下記のキーを表示します。 

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services¥LanmanServer¥Parameters 

3. 下記の値を新規作成します。 

型： DWORD 

名刖： DisableDownLevelTimewarp 

値：1 

4. レジストリエディターを終了します 。 (iStorage NS の再起動は不要です） 
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3.2 メールアドレスを設定する 

クォータのしきい値を超えたとき、もしくは、記憶域レポートを電子メールにて送信する場合に必要なメ 
ールアドレスの 設定手順に ついて 説明します。 

1. 管理者 メニューの[ファイル サーバー リソースマネージ ヤー] をクリック します。 


热 音逢者メニ:! 一 


全般 


り 

エクスプローラ'- 

エクスブローラー極觔できます。 


コマンドブロンブト 

コマンドブロ'ノブト極觔できます。 


ベイ'ノト 

ベイ'ノトを起觔できます。 


メモ帳 

メモ帳を起觔できます。 


コンビューターの*1=3里 

コンビューターの菅理を起勅できます。 


システム 

コンビューターのブロパティを確認でぎます。 


Windows ヘルブとサボート 

Windows ヘルプとサポートを起觔できます。 



役割/機能 


公 


共有と記憤域の管理 

ns マネージャー 

NFS 用サービス 

ADSIX ディター 


フアイ J レサーバ' 


インデックスのオプション 

DFS の管理 

印刷の管理 


SMB 共有、 NFS 共有を f 理できます。 

HTTP 共有/ FTP 共有を官理できます。 

NFS サーバーを f 理できます。 

NFS の D マッピングを確認でぎます。 

リソースマネージャー _瞭 域の容量制限、拡張子制限、使用状況確認等ができま 

ファイル栈索摘速化するためのインデックスを菅理できます。 
分敗ファイルシステムを f 理できます。 

ブリントサーバーを管理できます。 


2. [ ファイルサーバーリソースマネージヤー】 を右クリックし、 [オプションの 構成]を選択します。 


思 t ファイルサーバーリソースマネージヤー 


ファイル ( F ) 悚作 ( A ) 表示( V )ヘルブ ( H ) 


令 峰 I 園|通| G 圃 


ファイルサーバーリソースマネージ: 


田 g クォータの音理 
田^ファイルスクリーンの音理 
15 記悄域レポ“卜の管理 
田^分類管理 

^ファイル音理タスク 


ー ケー 八 


オプションの構成(0)... 


表示( V ) 


一覧のエクスポート ( L )" 


ヘルプ ( H ) 
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3. [ファイルサーバーリソースマネージヤーのオプション] 画面で必要な項目を設定し、 [0 K ] ボタ 
ンをクリックします。 



^ - 

【注意】[既定の“差出人”電子メールアドレス]に設定したメールアドレスは、送付される 

メールの 送信者アドレスとなりますので、適切なアドレスを入力してください。 

L J) 


項 目 

説 明 

SMTP サーバー名または IP 

アドレス 

電子メールサーバーのアドレスを名前または IP アドレスで指定しま 

す。 

管理者である既定の受信者 

既定となる受信者を指定します。ここで設定したメールアドレスが 

[Admin Email ] に対応します。 

既定の”差出人”電子メールア 

ドレス 

電子メ _ —ル送信時の送信者となる電子メ ' ールアドレスを指定します。 

テスト電子メールの送信 

設定が正しく行なわれているか、テストを実施します。 
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3.3 ユーザーが使用できる容量を制限する 

クォータを使用することにより 、 iStorage NS 上で選択したフォルダーに対する領域の使用量を制限、監視 
することができます。 

制限の方法には、ボリュ' —ムとフォルダ 1 —単位で領域の制限を行うファイルサ'ーパ'—リソ' —スマネ'—ジャ 
一のクォータと、ボリューム単位でユーザーごとに領域の制限を行うディスククォータの2種類がありま 
す。 


3.3.1 ファイルサーバーリソース マネージ ヤーのクォータ 

クォータは、テンプレートから作成することも、カスタムプロパティを設定して作成することもできます。 
ここでは既定のテンプレートからクォータを設定する手順と、テンプレートを作成する手順を説明します。 

3.3.1.1 ファイルサーバーリソースマネージヤーのクォータを設定する 

ここでは、 D :¥ soumu 配下のフォルダー容量を100 MB に制限する手順について説明します。 

【注意】 C :¥ WIND 0 WS については、 [ハードクォータ] の設定はできません。 
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1. 管理者 メニューの [ファイル サーバー リソースマネージ ヤー] をクリック します。 


趴若:*-1一 



2. [クォータの管理] を展開し、 [クォータ]を 選択後に右クリックして表示されるメニューから、 [クォ 
一夕の作成]をクリックします。 


屋 V ファイル サーバー リ ソースマネージヤー 

ファイル (F) 棵作 (A) 表示(V)ヘルブ (H) 

♦峰 1 |S 1 Q fs 

^ ファイルサーパーリソースマネージや一 （□- 
日 逆クォ-夕の音理 

フィル々一: 

クォータ 


1 

+ q y7^()1 ^ nyj1i¥bucMf n} 


記悄域レ；表示 (V) ► 


ファイル音： ~ レプ (H) 





144 
















































iStorage NS の共有領域を管理する 


3. [クォータの作成]画面が表示されますので、必要な項目を設定し、[作成]ボタンをタリックします。 



項 目 

説 明 

クォータのパス 

クォータを設定するフォルダーのフルパスを設定します。 

パスにクォータを作成する 

指定したフォルダ'一に対し、クォータを設定します。 

既存と新規のサブフォルダー 

に自動でテンプレート適用と 

クォータ作成を行なう 

指定したフォルダーのサブフォルダーに対し、クォータを設定しま 

す。 

クォ'ータのテンプレ'ートから 

プロパティを取得する 

配下の一覧より項目を選択します。 

カスタムクォータのプロパテ 

ィを定義する 

[カスタムプロパティ]ボタンをクリックし、設定を行ないます。 

クォータのプロパティの概要 

設定されたプロパティが表示されます。 
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3.3.1.2 クォータのテンプレート作成 

ここでは、ファイルサーパーリソースマネージヤーのクォータで 使用す るテンプレートを 作成す る 手順に 
ついて 説明します。 

1. 管理者メニューの[ファイル サーバー リソースマネージ ヤー] をクリック します。 


[^苷 3者メ ニ ; L 一 


全般 

© 

エクスプローラー 

エクスブローラーを起動でぎます ◊ 

コマント - ブロンブト 

コマンドブロンブトを起觔できます。 

ペイント 

ペイントを起勅でぎます。 

メモ帳 

メモ帳を起觔できます。 

コンビューターの f 3里 

コンビューターの菅理を起動でぎます。 

シス亍ム 

コンビューターのプロパティを確認でぎます。 

Windows ヘルブとサポート 

Windows ヘルプとサボート雄勅できます。 



役割/機能 

0 

共有と記值域の首理 

SMB 共有、 NFS 共有を管理できます。 

ns マネージャ'- 

HTTP 共有/ FTP 共有を f 理できます。 

NFS 用サービス 

NFS サーバーを管理できます。 


NFS の] D マッピングを確認できます。 


記憶域の容量制限、拡張子制限、使用状況確認等がでぎま 

1 す。 

インデックスのオプション 

ファイル検索を高速化するためのインデックスを菅理できます。 

DFS の首理 

分散ファイルシステムを官理できます。 

印別の管理 

ブリントサーパーを菅理できます。 


2. [クォータの管理]を展開し、[クォータのテンプレート]を選択後に右クリックして表示されるメニ 
ューから、[クォータテンプレートの作成]をクリックします。 
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3. [クォータテンプレートの作成]画面が表示されますので、必要な項目を設定します。しきい値を設 
定しない場合、 [0 K ] ボタンをクリックして作業は完了です。しきい値を設定する場合、[追加]ボタ 
ンをクリックします。 



項 目 

説 明 

テンプレート名 

テンプレート名を設定します。 

ラベル 

ラベルを設定します。 

制限値 

制限値を設定します。 

ハードクォータ 

設定値を超えてファイルを書き込むことは不可能と設定します。 

ソフトクォータ 

設定値を超えてもファイル書き込みが可能と設定します。 
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4. [しきい値の追加]画面が表示されますので、必要な項目を設定して [ OK ] ボタンをクリックします。 
各タブの説明については以下に記載します。 

【電子メールメッセージ】 



項 目 

説 明 

使用率(％)が次に達したら、 

通知を生成する 

しきい値をパーセントで設定します。 

次の管理者に電子メールを 

送信する 

管理者に電子メールを送信する場合に設定します。その場合、配下の入 

カフイールドにメールアドレスを設定します。 

しきい値を超えた ユーザー 

に電子メ . ー ルを送信する 

ドメイン環境でご利用の場合 、 Active Directory へ登録している電子メー 

ルアドレスへ電子メールを送信する際に設定します。 

件名 

電子メールのタイトルを設定します。 

メッセージ本文 

電子メールの本文を設定します。 

テキス トに揷入する変数を 

選択してください 

変数を選択し、[変数の揷入]ボタンをクリックすると[メッセージ本文] 

に揷入します。 
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【イベントログ】 



項 目 

説 明 

イベントログへ警告を送信 

イベントログへ警告メッセージを送信する場合に設定します。 

ログエントリ 

警告メッセージで表示する内容を設定します。 

テキス トに揷入する変数を 

選択してください 

リストに表示される変数を[変数の揷入]ボタンで上記の設定項目に設 

定します。 
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【コマンド】 



項 目 

説 明 

コマンドまたはスクリプト 

の実行 

実行するコマンド、スクリプトを設定します。 

コマンド引数 

コマンドに引数がある場合、設定します。 

コマンドの実行 

セキュリティレベルを設定します。 

Local Service , Network Service , Local System から選択します。 
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【レポ'ート】 



項 目 

説 明 

レポ 1 ー トの生成 

レポートを生成する場合に設定します。その場合、配下の[生成するレポ 

ートの選択]項目で生成するレポートを選択します。 

[選択したレポートの表示] 

ボタン 

[生成するレポートの選択]項目で選択したレポートを表示します。 

次の管理者にレポートを 

送信する 

管理者に電子メールでレポートを送信する場合に設定します。その場合、 

配下の入カフイールドにメールアドレスを設定します。 

しきい値を超えた ユーザ 

一にレポートを送信する 

ドメイン環境でご利用の場合 、 Active Directory へ登録している電子メー 

ルアドレスへ電子メールを送信する際に設定します。 
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3.3.2 ディスククォータを設定する 

ここでは、ディスククォータを設定する手順について説明します。 

1. 管理者 メニューからエクスプローラーを 起動します。 

2. 対象ボリュームを右クリックし、 [プロパティ] を選択します。 


e ■ボリューム （ D :> 



• ▼ コンピューター ▼ ボリューム （D:) 

整理 ▼ ライブラリに追加 

^ 共有 ▼ 1 

日お気に入り 

W ウン□ード 

K デスクトッブ 
. _最近表示した埸所 

日|:っライブラリ 
田 1 ドキュメント 
田 e ビ w ゃ 

E0 ビデオ 
田ミュージック 

日 件 コンピューター 

Elfi, WSS 2008 R 2 ( C ：) 

名前 ▲ 





田％ ネットワ- 

展問 ( A ) 

ライブラリに追加 (D ► 

新 U、 ウィンドウで聞 《E) 

共有 (H) 


シャドウコピーの橘成⑽… 
以前のパージョンの m 元⑼ 

フォーマット ⑻.” 

コ tMC) 

名前®変更: (M) 


新規作成(X) ► 

ブ□パ亍ィ⑻ 
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3. プロパティ画面で[クォータ]タブを開いて[クォータの管理を有効にする]のチェックボックスを 
有効にし、必要に応じて他の項目を設定して [0 K ] ボタンをクリックします。 
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3.4 ファイルの拡張子で書き込みを制限する 

ファイルスクリーン機能を使用すると、ファイルの拡張子によって、指定したフォルダーに対しての書込 
みを制限することができます。 

3.4.1 ファイルスクリーンを設定する 

ここでは、ファイルスクリーンを設定する手順について説明します。 


- 

【注意】 C :¥ と C :¥ WINDOWS にファイルスクリーンを設定する場合は、ファイル監視の 
みを行う [パッシブ スクリーン]だけが設定可能です。 

V J) 


1. 管理者 メニューの[ファイルサーバー リ ソースマネージヤー] をクリ ック します。 
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2. [ファイルスクリーンの 管理]を展開し、 [ファイルスクリーン] を選択後に右 クリックして 表示され 
る メニューから、[ファイルスクリーンの 作成] を 選択します。 


屋 t ファイルサーバーリソースマネージヤー 


ファイル ( F ) 棵作⑻表示( V )ヘルブ ( H ) 


I a fe I □ [a 


^ファイルサーバーリソースマネ'-ジや'-(□、 

0 ^クォータの音理 
日逸 b ファイルスクリーンの®理 


フ7イルス f 


司 ファイルス U 


フイルター: t ベての I 


ファイルスク J 、 


ファイルスクリーンの作成 ( C )... 


u ファイル仍 
記悄域レポート. 

田 [ k 分類苷理 

ファイル音理夕； 


ノ r イルスクリ ™5 , ®fWW ! 4f , R8!Wfc 

最新の惜報に更新 ( R ) 


表示( V ) 


ヘルブ ( H ) 
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3. [ファイル スクリーンの作成]画面が表示されますので、必要な項目を設定し、[作成]ボタンをクリ 
ックします。 



項 目 

説 明 

ファイルスクリーンのパス 

ファイルスクリーンを設定するフォルダーのフルパスを設定しま 

す。 

ファイルスクリーンのテンプレ 

ートからプロパティを取得する 

配下の一覧より項目を選択します。 

カスタムフアイルスクリーンの 

プロパティの定義 

[カスタムプロパティ]ボタンをクリックし、設定を行ないます。 

ファイルスクリーンのプロパテ 

ィの概要 

設定されたプロパティが表示されます。 
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3.4.2 ファイルスクリーンのテンプレート作成 

ここでは、ファイルスタリーンのテンプレートを作成する手順について説明します。 


1. 管理者 メニューの[ファイルサーバー リソース マネージヤー] をクリックします。 


2. [ファイル スクリーンの管理]を展開し、 [ファイル スタリーンテンプレート]を選択後に右クリッ 
クして表示されるメニューから、 [ファイル スタリーンテンプレートを作成]をクリックします。 


热音球者メニュー 


^ JS ). 


全般 


t ) 

エクスプローラ'- 

エクスブローラーを起勅できます。 


コマンドブロンブト 

コマンドブロンブト雄勅で•きます。 


ペイント 

ベイントを起動でぎます。 


メモ帳 

メモ帳を起觔できます。 


コンビューターの首3里 

コンビューターの菅理を起動でぎます。 


システム 

コンビューターのブロパティを確認でぎます。 


Windows ヘルプとサボート 

Windows ヘルブとサボートを起動できます。 



役割/機能 


0 

共有と記憤域の管理 

SMB 共有、 NFS 共有を菅理できます。 


ns マネージャー 

HTTP 共有/ FTP 共有を官理できます。 


NFS 用サービス 

NFS サーバーを管理できます。 



NFS の D マッピングを確認できます。 


1 ファイルサーバーリソースマネージヤー 

記憶域の容量制限、拡張子制限、使用状況確! • 
す。 

2等がで.きま 

インデックスのオブシ3ン 

ファイル桟索摘速化するためのインデックスを f 理できます。 

DFS の管理 

分敗ファイルシステムを菅理できます。 


印別の管理 

プリントサーパー错理できます。 



ファイルサーバーリソースマネージヤー 


ファイル ( F ) 楝作 ( A ) 表示 ( V ) ヘルブ ( H ) 

，岭 I a「l U\m 


^ ファイルサーバーリソースマネージや一 （□ 

田逆クォ-夕の！=理 

^ ファイルスクリーンの音理 
Li ^ ファイルスクリーン 

777 


日 


ファイルスクリーンのテンブレー..スクリーン 


?] イメージファイルのブロック 

アクティブ 

!] 才-ディオとビデオのファイルの... 

アクティブ 


. k_j 


記•境域レボートの音 5. 
田|分類管理 

ファイル管理タスク 




.9] 宝忤形式 V り7〒ム爪~?7イ J し パッシブ 
ツクアクティブ 


ルスクリーンテンプレートを作成 ( C )... 


I 亩辛肌<更矛爪の 


表示 ( V ) 


ヘルプ ( H ) 


y り アクティブ 
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3. [ファイルスクリーンのテンプレートの作成]画面が表示されますので、必要な項目を設定して [ OK ] 
ボタンをクリックします。 


【設定】 



項 目 

説 明 

テンプレート名 

テンプレート名を設定します。 

アクティブスクリーン処理 

許可していないファイルを保存することは不可能と設定します。 

パッシブスクリーン処理 

許可していないファイルも保存することを可能と設定します。 
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【電子メールメッセージ】 



項 目 

説 明 

次の管理者に電子メールを 

送信する 

管理者に電子メールを送信する場合に設定します。その場合、配下の入 

カフイールドにメールアドレスを設定します。 

承認されていないファイル 

を保存しようとした ユーザ 

一に電子メールを送信する 

ドメイン環境でご利用の場合、 Active Directory へ登録している電子メー 

ルアドレスへ電子メールを送信する際に設定します。 

件名 

電子メールのタイトルを設定します。 

メッセージ本文 

電子メールの本文を設定します。 

テキストに揷入する変数を 

選択してください 

リストに表示される変数を[変数の揷入]ボタンで[管理者の電子メー 

ルアドレス]入カフィールド、[件名]、[メッセージ本文]の項目に設定 

します。 
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【イベントログ】 



項 目 

説 明 

イベントログへ警告を送信 

イベントログへ警告メッセージを送信する場合に設定します。 

ログエントリ 

警告メッセージで表示する内容を設定します。 

テキストに揷入する変数を 

選択してください 

リストに表示される変数を[変数の揷入]ボタンで上記の設定項目に設 

定します。 
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【コマンド】 



項 目 

説 明 

コマンドまたはスクリプト 

の実行 

実行するコマンド、スクリプトを設定します。 

コマンド引数 

コマンドに引数がある場合、設定します。 

コマンドの実行 

セキュリティレベルを設定します。 

Local Service, Network Service, Local System から選択します。 
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【レポ 1 ー ト】 



項 目 

説 明 

レポ 1 — 卜 の生成 

レポートを生成する場合に設定します。その場合、配下の[生成するレ 

ポートの選択]項目で生成するレポートを選択します。 

[選択したレポートの表示] 

ボタン 

[生成するレポートの選択]項目で選択したレポートを表示します。 

次の管理者にレポートを送 

信する 

管理者に電子メールでレポートを送信する場合に設定します。その場 

合、配下の入カフイールドにメールアドレスを設定します。 

承認されていないファイル 

を保存しようとした ユーザ 

一にレポートを送信する 

ドメイン環境でご利用の場合 、 Active Directory へ登録している電子メ 

ールアドレスへ電子メールを送信する際に設定します。 
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3.5 ディスク使用状況のレポートを作成する 

記憶域レポートは、ディスク使用状況をレポート化します。スケジュールを設定して自動的にレポートの 
作成を行うことや、作成したレポートをサーバー管理者にメールで送信することもできます。 

3.5.1 記憶域レポートを設定する 

ここでは、記憶域レポートを設定する手順について説明します。 

1. 管理者 メニューの [ファイル サーバー リソースマネージ ヤー] をクリック します。 


奶音理者メ ニ ; L 



エクスプローラー 

コマン K •ブロンブト 

ペイ'ノト 

メモ帳 

コンビューターの 管理 

システム 

Windows ヘルプとサボート 


エクスブローラーを起觔できます。 

コマンドブロ'ノブト極動できます。 

ベイントを起觔できます。 

メモ帳を起動でぎます。 

コンビューターの f 理を起勅でぎます。 
コンビューターのブロバ亍ィを確認で•きます。 
Windows ヘルプとサボートを起勅できます。 


役割/機能 


公 

共有と記恒域の管理 

SMB 共有、 NFS 共有を管理できます。 


ns マネージャー 

HTTP 共有/ FTP 共有を管理できます。 


NFS 用 サービス 

NFS サーバーを管理できます。 



NFS の ID マッピングを確認できます。 



記憶域の容量制限、拡張子制限、使用状況確! ■ 
す。 

2等ができま 



インデックスのオブシ3ン 

ファイル栈索摘速化するためのインデックス綠理できます。 

DFS の管理 

分敗ファイルシステムを管理できます。 


印刷の管理 

ブリントサ'-パーを菅理でぎます。 
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2. [記憶域レポートの管理]を右クリックし、[新しいレポートのタスクの スケジュール] を選択します。 


屋 fc ファイルサーパーリソースマネージヤー 


ファイル ( F ) 悚作 (《 表示( V )ヘルプ ( H ) 


令 峰 I な園| 


^ フ7イルサ-パーリソースマネージャ、 
田必クォータの音理 
田 a b ファイルスクリーンの管理 


(□- 


I レポ-トタスク li 橡 


5 新じい挪一卜のタフ:クのスケジュール ( S ).. 


El LS ： 分類管理 


: a ファイル管理タスク 


レポ ■ 卜 wmfMM ^mrnmwf 

レボートを今すく••生成する⑹ ... 

最新の情報(こ更新 ( R ) 


表示( V ) 


ヘルプ⑻ 
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3. [記憶域レポートタスクのプロパティ]画面でレポートと形式を選択し、[追加]ボタンをクリックし 
ます。 



項 目 

説 明 

レポ 1 ー トするボリュ' —ムとフオ 

ルダーの選択 

レポート対象とするフォルダーを設定します。 

[生成するレポートの選択]画面 

各レポートが表示されます。 

[選択したレポートの表示]ボタン 

設定したレポートの内容が表示されます。 

レポ'ートの形式 

レポートのファイル形式を指定します。 
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• 各レポートの説明については以下の通りとなっています。 


レポ'一卜 

説 明 

クォータの使用率 

ディスク領域の利用状況が一定のレベルを超えたクォータの一覧を表示し 

ます。このレポートを使って、クォータがまもなくレベルを超えるかをすば 

やく判断し適切な操作を行うことができます。 

フアイルグループごと 

のファイル 

ファイルグル 1 ープごとにファイルを一覧表示します。このレポ'—卜を使って 

ファイルグループの使用状況パターンを監視し、大量のディスク領域を占め 

ているファイルグループをすばやく判断することができます。これはサー 

バーでどのようなファイルスクリーン処理ポリシーを構成するかを決定す 

るのに役立ちます。 

フアイルスクリーン処 

理の監査 

指定した期間におけるサーバー上のファイルスクリーン処理の監査のイべ 

ントを一覧表示します。このレポ'—卜を使って、スタリ'ーン処理ポリシ 1 —に 

違反しているアプリケーシヨンやユーザーをすばやく判断することができ 

ます。 

プロパティごとのファ 

イル 

特定の分類プロパティごとにファイルを一覧表示します。このレポートを使 

って、ファイル分類の使用パターンを監視できます。 

大きいサイズのフアイ 

ノレ 

指定したサイズ以上のファイルを一覧表示します。このレポートを使ってサ 

ーバー上で最も多くのディスク領域を消費しているファイルをすばやく判 

断することができます。これは、ディスク領域を大量に直ぐに空けるのに役 

立ちます。 

所有者ごとのファイル 

ファイルを所有するユーザー順にファイルを一覧表示します。このレポート 

を使って、サーバーのパターンを理解し、大量のディスク領域を使用してい 

るユーザーをすばやく判断することができます。 

最近アクセスされてい 

ないファイル 

最近アクセスされていないファイルを一覧表示します。このレポートを使っ 

て、古いファイルを削除するかアーカイブするかをすばやく判断することが 

できます。これはあまり使われていないディスク領域を空けるのに役立ちま 

す。 

最近アクセスしたファ 

イル 

最近アクセスしたファイルを一覧表示します。このレポートを使って、常に 

利用することが必要な頻繁に使われたデータを判断することができます。 

重複しているファイル 

重複していると思われる（名前、サイズ、最終更新日時が同じ）ファイルを 

一覧表示します。このレポートを使って、重複により無駄となっているディ 

スク領域をすばやく判断し、空けることができます。 
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4. [フォルダーの参照]画面でフォルダーを設定し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



5. [配信]タブを開いてレポートの送信先ァドレスを指定します。サーバー管理者に送信したい場合は、 
デフォルト時の [Admin Email ] のままで問題ありません。 
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6. [スケジュール] タブを開いて [スケジュールの 作成]ボタンをクリックします。 
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7. [新規]ボタンをクリックしてスケジュールを設定し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



項 目 

説 明 

スケジュールのリスト 

設定済みのスケジュールが表示されます。 

タスクのスケジュール 

スケジュールの単位を選択します。 

開始時刻 

スケジュールの開始時刻を設定します。 

間隔 

日単位の間隔を設定します。 

複数のスケジュールを表 

示する 

[スケジュールのリスト]項目の表示が一覧表示に変更されます。 
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8. [〇 K ] ボタンをクリックします。 



出力されるレポート名について 

出力されるレポートのファイル名の形式は、[レポート名+年月日+時分秒+拡張子]となります。 
以下にレポ'ートと対応するレポ'ート名を示します。 


レポート 

レポート名 

クォータの使用率 

QuotaUsage **_ 

ファイルグループごとのファイル 

FilesByType **_ 

ファイルスタリーン処理の監査 

FileScreenAudit **_ 

プロパティごとのファイル 

プロパティごとのファイル**_ 

大きいサイズのファイル 

し argeFiles ** 一 

所有者ごとのファイル 

FilesbyOwner **_ 

最近アクセスされていないファイル 

最近アクセスされていないファイル**_ 

最近アクセスしたファイル 

MostRecentlyAccessed **_ 

重複しているファイル 

DuplicateFiles **_ 
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3.6 ファイルを分類管理する 

分類管理は、保存場所ごとにファイルを分類したり、中身に含まれているキーワードごとにファイルを分 
類し ます。 ファイルの分類は、[分類プロパティ]という情報をファイルに追加し ます。 この[分類プロパテ 
ィ]は企業独自のプロパティを作成する ことができます。 次に[分類規則]を作成して、分類プロパティをど 
のファイルに適用させるかを設定し ます。 

分類管理を利用することで、ファイルを自動分類し、その分類に基づくファイルサーバーの管理タスク(移 
動、削除、圧縮、暗号化など)を連動することができます。 
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3.7 複数サーバーの共有フォルダーを統合する 

(DFS) 

システム管理者が分散ファイルシステム (DFS : Distributed File System ) を使用すると、ネットワーク上 

に物理的に分散しているファイルサーバ-■のアクセスと、それらの共有フォルダーの管理を仮想的に統 

合した環境としてユーザーに提供できます。複数のサーバーに分散しているファイルが、ネットワーク上 
の1つの場所に配置されているように見えます。ユーザーは、ファイルの物理的な場所を指定しなくても、 
目的のファイルにアクセスできます。 


矿 -^ 

【注意】ドメインベースの DFS 名前空間を利用する場合、名前空間サーバー、フォルダーターゲ 
ットのサーバー、クライアント PC は同じドメインに属する必要があります。 

V J 
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3.7.1 DFS 名前空間 

DFS 名前空間により、散在するファイルサーバーを統一された名前空間の配下にまとめることができます。 
また、 一つの DFS リンク（ターゲットを持つ DFS フォルダー）から、同ーファイルのコピーを持つ複数の 
サーバー（フォルダーターゲット）を紹介することにより、耐障害性が高まります。 


DFS 名前空間 フォルダーターゲット 



上記の図の例の場合、クライアント PC からは、以下のどちらかの共有パスで、 DFS 名前空間経由で共有 
フォルダーにアクセスします。 

.¥¥ DomainA ¥ Public ¥ DfsFolder¥Link (先頭が¥¥ドメイン名。ドメインモードの DFS の場合のみ。） 
• ¥¥ ServerA ¥ Public ¥ DfsFolder¥Link (先頭が ¥¥ サーバー名。） 

ドメインモードの DFS にて、複数の名前空間サーバーを用意し、 DFS 名前空間の耐障害性を上げる場合 
は、必ず前者の共有パスを利用してください。 

上記の例で、クライアント PC から DFS 経由で ¥¥ DomainA ¥ Public ¥ DfsFolder ¥ Link の配下のファイル 
一覧を参照すると、 ¥¥ ServerB ¥ ShareB または ¥¥ ServerC ¥ ShareC の配下のファイルー覧が見えます。 
この例のように、 ServerB または ServerC のどちらかが停止状態になっても、クライアント PC からのフ 
アイルアクセスが可能になります。 
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3 . 7 . 1.1 名前空間の新規作成 

1. 管理者メニューの [ DFS の管理]をクリックします。 





全般 



▲ 

エクスプローラー 

コマンドブロンブト 

ベイ'ノト 

メモ帳 

コンビューターの管理 

システム 

Windows ヘルブとサボート 

エクスブローラーを起動で•きます。 

コマンドブロンブトを起動でぎます。 

ベイントを起勒できます。 

メモ帳を起觔できます。 

コンビューターの菅理を起勅できます。 

コンビューターのブロパティを確認できます。 

Windows ヘルプとサボートを起觔できます 0 




役割/機能 

0 

共有と記憤域の管理 

SMB 共有、 NFS 共有を f 理できます。 

ns マネージャー 

HTTP 共有/ FTP 共有を菅理で•きます。 

NFS 用サービス 

NFS サーバーを菅理できます。 

ADSIX ディター 

NFS の ID マッピングを51認でぎます。 

ファイルサーバーリソースマネージャー 

記憶域の#曼制限、拡張子制限、使用状況確認等がで•きま 


す。 

D オプション 

ファイル検索を高速化するためのインデックスを菅理できます。 


分敗ファイルシステムを菅理できます。 


プリ'ノトサーバー綠理できます。 



下記の [ DFS の管理]画面で、右画面の[新しい名前空間]をクリックします。 
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2. [新しい名前空間ウイザード]が起動します。[サーバー]欄に名前空間サーバー（名前空間をホスト 
するサーバー）のサーバー名を入力します。入力が完了したら、[次へ]ボタンをクリックします。 



[次へ]ボタンをクリックした後で、下記のような警告メッセージが表示される場合は、[はい]をクリック 
して、サービスを開始してください。 


普告 





このサ勺卜上で分散ファイルシステムサービスが実行されていません。 
サ-ビスの閉始状態を自勒(こ設定して、 P 月始しますか？ 


はい( V ) I いいえ ( N ) 


【補足】ドメインベースの DFS の場合、名前空間サーバーを複数設定することができます。 
名前空間サーバーを追加すると、 DFS 名前空間の耐障害性が向上します。 

本書の 【 3.7.1. 4名前空間サーバーを追加す る 】を参照してください。 
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3. [名前空間の名前と設定]の画面に切り替わります。 

[名前]欄に、新規作成する名前空間の名前を入力してください。ローカルパスやアクセス許可の設 
定を変更する場合には、[設定の編集]ボタンをクリックします。 
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[設定の編集]ボタンをクリックした場合は、下記の画面が表示されます。 



上記で指定した名前空間のパスは、デフォルトでは[共有フォルダーのローカルパス]は、 rc ：¥ DFSRoots ¥" 
名前空間の名前”」に割り当てられています。また、[共有フォルダーのアクセス許可]は、「すべてのユー 
ザーが読み取り専用アクセス許可を持つ」となっています。必要に応じて設定を変更し、 [0 K ] ボタンをク 
リックしてください。 

設定が完了したら、[新しい名前空間ウイザード]画面の[名前空間の名前と設定]で[次へ]ボタンをクリッ 
クします。 
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4. [名前空間の種類]画面に切り替わります。 

作成する名前空間の種類を選択してください。[ドメインベースの名前空間]は、サーバーがドメイ 
ンに参加していないと選択できません。 [Windows Server 2008 モードを有効にする]のチェックを 
有効にすると、 DFS 名前空間でアクセスベースの列挙を使用できます。 

選択が終わったら、[次へ]ボタンをクリックします。 



r 




V 


【補足】ドメインベースの名前空間で Windows Server 2008 モードを使用するには、ドメイ 
ンと名前空間で次の最低要件を満たす必要があります。 

• フォレストの機能レベル ： Windows Server 2003 以上のフォレスト機能レベルを 
使用。 

• ドメインの機能レベル ： Windows Server 2008 ドメインの機能レベルを使用。 

• すべての名前空間サーバーが、 Windows Storage Server 2008 以降、または 
Windows Server 2008 以降の OS であること。 


ノ 
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f -\ 

【補足】 DFS 名前空間の耐障害性について 

. スタンドアロンの名前空間の場合、その DFS サーバーが停止すると、 DFS 名前空間 
が利用不可になります。 


V 


J 



【注意】設定可能な名前空間の数について 

iStorage NS では、1つのスタンドアロンの名前空間と、複数のドメイン ベースの 名前 
空間を設定できます。 
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5. [設定の確認と名前空間の作成]画面に切り替わります。[名前空間の設定]欄に、設定した内容が表 
示されます。設定内容を確認してください。設定内容が正しい場合は、[作成]ボタンをクリックし 
ます。 
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6. [作成]ボタンをクリック すると、[確認]画面に切り替わり、名前空間が作成されます。正常に作成 
されると、[タスク]タブの画面の項目にチェックマークが表示されます。[エラー]タブの画面には、 
「エラーはありません」と表示されます。 
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[エラー] タブの画面には、名前空間の作成が エラーに なった場合、詳細な エラー 内容が表示されます。内 
容を確認の上、設定を見直し、再度作成してください。 



設定完了後、「このサーバー上で分散ファイルシステムサービスが実行されていません。サービスの開始状 
態を自動に設定して、開始しますか？」と警告メッセージが表示されることがあります。 

この場合は、[はい]をクリックして、サービスを開始してください。 


菅告 




このサーパー上で分散ファイルシステムサービスが実行されて〇ません。 
^ サービスの閉始状態を自助に設定して、 P 月始しますか？ 


はい (Y) I いいえ (N) 


182 
























iStorage NS の共有領域を管理する 


7. コンソールツリーに名前空間が表示されたことを確認してください。 
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3.7.1.2 名前空間でのフォルダーの新規作成 

1. 左ツリーに表示されている、名前空間をクリックし、右画面の[新しい フォルダー] をクリックしま 
す。 



2. [新しいフォルダー]の画面が表示されますので、フォルダーの名前を入力します。ターゲットを持 
たない空のフォルダーを作成する場合は[追加]ボタンを押さずに [OK] ボタンをクリックします。 
ターゲットを持つフォルダーを作成する場合は、[追加]ボタンを押し、手順3に進みます。 


新しいフォルダー 


名則⑽ _ 

I (folder 1| 

名前空間のプレビ： lH ：© 
|¥¥domain2008R2com¥Pub¥folder1 

フォルターターゲット®: 





追加⑻-. 


編集 ( 0 ... 

則除 © I 




麫空間フ聲の■ついては、 DFS の管き 威 参謹 


0 K ] キやン t ル」 

A 


【注意】 サブフォルダーを作成できるのは、空のフォルダーの配下だけです。 
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3. [追綱ボタンをクリックすると、 [フォルダー ターゲットを追加]画面が表示されます。 [フォルダ 
ーターゲットへのパス]にパスを入力し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



4. [新しいフォルダー]の画面に戻ります。[フォルダーターゲット]欄にフォルダーが追加されたこと 
を確認し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



耐障害性を向上させるためにフォルダーターゲットを複数設定する場合は、[追加]ボタンをクリックしま 
す。 
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5. 左ツリー、および中央画面の[名前空間]タブにフォルダーが追加されたことを確認します。 
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3.7.1.3 フォルダーターゲットを追加する 

1. 左ツリーに表示されている、追加するフォルダーを選択します。 
右画面の[フォルダーターゲットを追加]をクリックします。 



2. [新しいフォルダー ターゲット] 画面が表示されます。[フォルダーターゲットへのパス]にパスを 
入力し、[〇 K] ボタンをクリックします。 
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3. [フォルダーターゲット] タブに新しい フォルダー ターゲットが追加されたことを確認します。 



フォルダーターゲットを追加した後、下記のようなレプリケーシヨンのポップアップ画面が表示されるこ 
とがあります。 


レブリサ'-シヨン 


▲ 


レプリケーンヨンクルーブを使用して、これらのフォルダーターゲット①同期を f 呆持す 
ることができます。 

レブリケーンヨンルーブを作成しますか？ 


はい( V ) | ( X 、え ( N ) 


DFS 名前空間のフォルダーターゲット間でファイルを複製するレプリケーシヨングループを作成する場合 
には、[はい]をクリックしてください。 DFS レプリケーシヨンについては、本書の 【 3.7.2 DFS レプリケー 
シ ヨン】を参照してください。 


なお、 DFS 名前空間のフォルダーが DFS レプリケーシヨンによってレプリケートされているかどうかは 
下記の画面のアイコンの違いで確認することができます。 


So 


DFS レプリケーションでレプリケートされていないフォルダーです。 


r^C 


DFS レプリケーシヨンでレプリケートされているフォルダーです。 
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3.7.1.4 名前空間サーバーを追加する 

名前空間サーバーをドメインベースの名前空間に追加する場合にこの操作を行います。スタンドアロンの 
名前空間ではこの操作はできません。 

1. 左ツリーに表示されている、サーバーを追加するドメインの名前空間を選択します。中央画面の[名 
前空間サーバー]タブをクリックし、名前サーバーの一覧を確認します。名前サーバーを追加する 
場合、右画面の[名前空間サーバーを追加]をクリックします。 



2. [名前空間サーバーを追加]画面が表示されます。追加するサーバー名を入力し、 [0 K ] ボタンをクリ 
ックします。 


名 W 空囿サーパーを追加 


名前空間(抄： 

[?¥ domain 2008 R 2 jcom¥Pub 

名前空間サーバー ( S > _ 

■ 参照 ( B )... _ 

共有フォルダーへのパス (£): 

|¥¥ FILESV 2 ¥Pub 


□一カルパスや共有フォルターへのアクセス許可など、共有フォルダーの設定を 
変更するには、定の編集]をクリックします。 

目贫疋の編集 ( E )... 


OK I キャンセル 
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3. 手順2.の画面で[設定の編集]ボタンをクリックした場合、下記のような[設定の編集]画面で、共有 
フォルダーのローカル パスとアクセス許可を変更することができます。 



4. 手順2の画面で [ OK ] をクリック後、下記のような進行状況の画面が表示されます。エラーとなった 
場合は、[詳綱をクリックし、詳細情報を確認して設定を見直してください。 
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5. [名前空間サーバー]タブに新しい名前空間サーバーが追加されたことを確認します。 
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3.7.1.5 DFS 名前空間におけるアクセスベースの列挙 ( ABE ) 

DFS 名前空間におけるアクセスベースの列挙 ( Access-based Enumeration 以降 ABE と記載）とは 、 DFS 

名前空間内の DFS リンク（フォルダーターゲットが設定されているフォルダー）にアクセス権 ( ACL ) 
を設定しておき、ユーザーがアクセスする際に、そのユーザーの権限ではアクセスできない DFS リンク 
を一覧から隠す機能です。 



下記の手順で DFS 名前空間の ABE を有効にします。 

1. 左ツリーで ABE を有効にする名前空間を選択し、右画面の[プロパティ]をクリックします。 
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2. 下記のようなプロパティ画面が表示されますので、[詳細設定]タブを選択し、[この名前空間のアク 
セスベースの 列挙を有効にする]チェックボックスにチェックを入れて、 [0 K ] ボタンをクリックし 
ます。 


¥¥do ma in 2 0 0 8 R2 _com¥ Pub のブ□パティ 


全胺紹介詳細設定 


名前空間サーバー(こよって、ド;^インコントロ-ラ-がポ-リンクされて現在 
の名前空間のメタデー鄉取得されます。ポーリンり'を最適化すると、名前 
空間の s 合性またはスケづ e : リティが向上します。 

ポーリンクの最適化方法を逞択してくださ Ub ) 

^整合性①最適化(〇) 

名前空間が変更されるたびに、名前空間サーバーによって、ブライ 
マリドメインコント□ーラー ( PDC ) エミュレーターがポーリングされま 
す〇 

C スヶぅ 0 J ティ©最適 ㈣ 

各名前空間サ^^-によって、定期的に直近のド少 f ンコントロー 
ラーがポーリンクされます。これを名前空間のスケう 0 J ティモード 
といいます。 


苟サ溫恐®離駿ま雙 空間 内の フ オルタ. 


17この名前空間のアウセスベースの列挙を有効[こする⑽ 


詳細については、 DFS の音理の ヘルプを 参照してください。 


キャンセル 


適用 ( A ) 
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下記の手順で DFS 名前空間のアクセス許可の設定を行います。 

3. 左ツリーの名前空間の下のフォルダーを選択し、右画面の [プロパティ] をクリックします。 
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4. 下記の画面で、 [ DFS フォルダーに明示的なアクセス許可の表示を設定する]ラジオボタンを選択し、 
[アクセス許可の表示を構成する]ボタンをクリックします。 
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5. 下記のような[アクセス許可]画面が表示されますので、[追加]ボタンをクリックします。 







【注意】 ABE により、 DFS フォルダーが一覧に表示されないようにするには、「読み取り」操作が 
できないように、アクセス許可 ( ACL ) を設定する必要があります。 
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6. 下記の画面で、アクセス許可 ( ACL ) を編集してください。以下の設定例では 、 Restricted Group のメ 
ンバーには folderl は表示されませんが 、 Domain Users のメンバーには表示されます。 
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3.7.1.6 名前空間サーバーの紹介の有効化.無効化 


f -^ 

【注意】名前空間サーバーの紹介を無効化するには、名前空間サーバーの 0 S が Windows Server 
2008または Windows Server 2008 R 2 である必要があります。 

I - J 

名前空間サーバーになっているサーバーをメンテナンス等の理由で停止する場合、事前に [ DFS 管理]画 
面から一時的に名前空間サーバーの紹介を無効に設定することができます。 

[ DFS の管理]画面で、下記の手順にて名前空間サーバーの紹介を無効にします。 

1. 左ツリーで、[名前空間]の配下の名前空間名を選択します。 

2. 中央画面の[名前空間サーバー]タブをクリックし、無効化したい名前空間サーバーを選択します。な 
お、[紹介状態]が”無効”となっている場合は、既に無効化されています。 

3. 右画面の[名前空間サーバーを無効にする]をクリックします。 



有効化についても、上記の同様の手順で行ってください。 
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3.7.2 DFS レプリケーシヨン 

DFS レプリ ケーシヨンは、 複数の サーバー 間の フォルダーを 双方向に複製•同期す るマルチマスタ レプ 
リケーシヨンエンジンです。 ある サーバー上で 生じた変更は、 レ プリ ケーシヨングループの他のすべて 
のサーバーに 複製されます。 

なお、 DFS レプリケーシヨンは、 DFS 名前空間とは独立して設定することができます。よって、 DFS 名 
前空間に公開されていないフォルダーを複製することもできます。 
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3.7.2. 1 DFS レプリケーシヨンの注意事項 

• ウイルス対策ソフトウェアベンダーに問い合わせて、使用するウイルス対策ソフトウェアが DFS 
レプリケーシヨンをサポートしていることを必ず確認してください。 

DFS レプリケーシヨンと互換性がないウイルス対策ソフトウェァを使用すると、様々な問題が発生 
する可能性があります。 

• ワークグループ環境では、 DFS レプリケーシヨンは設定できません。必ずドメインに参加した状態 
で操作してください。 

• レプリケートフォルダーは、 NTFS 上に作成する必要があります。 

• レ プリ ケート グループのメンバーサーバーは、同じフォ レス ト内であれば同じドメイン内でなくて 
も良いですが、異なるフォ レス トのサーバーを設定することはできません。 

• ハードリンクとリパースポイントは複製されません。 

• データベースファイルのように継続的にオープンされ続けているファイルは複製されません。ファ 
イルが クローズ された後に複製が開始されます。 

• 片方向の複製はサポートしておりません。なお、 Windows Server 2008 R2 では読み取り専用レプ 
リケーシヨンフォルダーを利用することができます。 

• 同時に（または短時間内に)、複製されている複数サーバー上の同じファイルに更新処理を行なう運 
用は避けてください。そのような運用では、サーバー間のレプリケーシヨン時に競合が発生し、最 
も新しい更新以外は破棄されます。この動作はマルチマスタレプリケーシヨンを行なう DFS レプリ 
ケーシヨンの仕様の動作となりますが、更新が破棄されたプログラム（または利用者）の観点では、 
意図しないファイル破損に見えることがあります。 

• クォータやファイルスクリーンとの共存は可能ですが、以下を注意してください。 

• レプリケートフォルダーにある DfsrPrivate 隠しフォルダーは、クォータやファイルスタ 
リーンの影響を受けないようにしてください。 

• ファイルスクリーンを有効にする前に、すべてのレプリケートフォルダー上にスクリーン 
されるファイルが存在しないことを確認してください。 

• クォータを有効にする前に、クォータを超過したフォルダーがないことを確認してくださ 

い。 

• レプリケートによってクォータを超過すると複製が失敗し、その後継続的に複製をリトラ 
イするために、システムの性能に問題が発生します。 

• ページファイルは複製しないように注意してください。 

. Encrypting File System (EFS) で暗号化されたフアイルは複製できません。 
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ドメインコントローラが Windows Server 2003以前の OS の 場合、 DFS レ プリケーシ ヨンを 設 
定 する 前に、ドメインコントローラの Active Directory スキーマを更新する 必要が あります。 
Windows Server 2003 R 2 インストール CD を使って、スキーマ 操作 マスター 上で 「 adprep.exe 
/ forestprepj を 実行してください。なお、上記実行後、 iStorage NS での DFS レ プリケーシ ヨン 設定 
時に、 スキーマ関連のエラーが 表示され る 場合は、 ドメインコントローラ、レ プリ ケー シ ヨンを行 
う メンバーサーバーの 順に再起動を行い、数分置いた後で、再度 レ プリケーシ ヨンを 設定してくだ 
さい。 

読み取り専用のレプリケーシヨンフォルダーを利用する場合は、 Windows Server 2008 以降のス 
キーマが必要となります。また、読み取り専用に設定する操作は、 Windows Server 2008 R 2 以降 
の [DFS の管理]画面から行う必要があります。 

新規レプリケーシヨングループの初期レプリケーシヨンの際、プライマリメンパー上のファイルは 
他のメンパーサーパー上のファイルよりも優先されます。初期レプリケーシヨン時にプライマリメ 
ンバー以外のメンパーサーバーにファイルが存在すると、予期しないファイル消失が発生すること 
がありますので、あらかじめ別フォルダーに移動しておく等の処置が必要です。 

読み取り専用のレプリケートフォルダーを有効にすると、全てのファイルの書き込みオープンおよ 
び新規作成の操作が監視されます。このため、ファイルサーバーの性能が低下する可能性がありま 
す。 
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37.2.2 レプリケーシヨングループの新規作成 

1. 管理者 メニューの [DFS の 管理]をクリックします。 




全般 

0 

▲ 


エクスプローラー 

コマンド ブロ ノ ブト 

ベイ'ノト 

メモ帳 

コンビューターの管理 

システム 

Windows ヘル ブとサボート 


エ クスブロー ラーを 起動できます。 

コマンドブロンブトを起動でぎます。 

ベイントを起勅で•きます。 

メモ帳を起勅できます。 

コンビューターの f 理を起勅できます。 
コンビューターのブロバ亍ィを確認できます。 
Windows ヘルプとサポートを起觔できます。 



共有と記值域の管理 

ns マネージャー 

NFS 用 サービス 

ADSIX ディター 

ファイルサーバーリソースマネージャ、 

インデックスのオプション 


印刷の管理 


SM 日共有、 NFS 共有を f 理できます。 

HTTP 共有/ FTP 共有を菅理できます0 

NFS サーバーを菅理できます。 

NFS の D マッピングを攝認でぎます。 

記憶域の容登制限、拡張子制限、使用状況確認等ができま 
す。 

ファイル検索を高速化するためのインデックスを菅理できます。 
分敗ファイルシステムを菅理できます。 

ブリントサーバー裸理できます。 


2. [ DFS の管理]の左ツリーの[レプリケー シヨン] をクリックします。右画面の[新しいレプリケー シ 
ョン グループ] をクリックします。 



202 


































































iStorage NS の共有領域を管理する 


3. [新しいレプリケーシヨング ループウイザード] が起動します。作成するレプリケーシヨング ループ 
の種類を選択し [次へ] ボタンをクリックします。ここでは[沉用レプリケー シ ヨング ループ] につ 
いて説明します。 
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4. [名前およびドメイン]の画面に切り替わります。[レプリケーシヨングループの名前]を入力し、[次 
へ] ボタンをクリックします。 
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5. [レプリケーシヨングループのメンバー]画面に切り替わります。[追加]ボタンをクリックし、レプ 
リケーシヨングループのメンパーとなる2台以上のサーバーを追加します。 
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6. サーバーが2台以上追加されたことを確認し、[次へ]ボタンをクリックします。 



[サービスの開始]画面が表示されることがあります。この画面はインストール直後の初回作成時などに表 
示されます。 [ OK ] をクリックし、サービスを開始します。 


サービス®閎始 




指定したサ4 S —のいくつかで、ウィザードの終了と同時に 
DFS レ:?リケーンヨンサービスの状態が更新されます。孩当す 
るサ勺卜上①サー e: スは実行中およて j 自勖(こ設定されます。 
サーバーの 一M を表示するには mm をクリックして伏さ a 


詳細 (D) 》 


キゃンセル 


A 
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7. [トポロジの選択]画面が表示されますので、トポロジを選択し、 [次へ] をクリックします。なお、 [ハ 
ブおよびスポーク]は、サーバーが3台以上の場合のみ選択できます。 

• [ハブ および スポーク] を選択した場合、手順8「ハブ メンバー」 画面に進んでください。 

• [フル メッシュ] を選択した場合、手順10「レプリケーシヨングループのスケジュールおよび 
帯域幅」画面に進んでください。 

• [トポロジなし]を選択した場合、手順11「プライマリメンバー」画面に進んでください。 
なお、[トポロジなし]を選択した場合、レプリケーシヨングループの作成完了後に別途トポ 
ロジを設定する必要があります。 



[トポロジなし]を選択した場合、下記の「警告」画面が表示されます。 [0 K ] ボタンをクリックした後、「プ 
ライマリメンバー」画面に進んでください。 


彗告 



溫温 r 了し繼•、カスタム ト ポロ 刪傭、 レブ リ ㈠ ョン 


0K 
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8. “ハブおよびスポーク”を選択すると、下記の[ハブメンバー]画面に切り替わります。 

[スポーク メンバー]欄より、ハブメンバーにするサーバーを選択し、[追加]ボタンをクリックします。 
ハブメンバーを設定したら、[次へ]ボタンをクリックします。 
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9. [ハブとスポークの接続] 画面に切り替わります。 ハブメンバーを 確認し、 [次へ]ボタンをクリック 
します。 
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10. [レプリケー シ ヨングループのスケジュールおよび 帯域幅]画面に切り替わります。 [スケジュールの 
編集]ボタンをクリックすると、 [スケジュールの 編集]画面が表示されます。 スケジュールの 設定 
は、本書の [3. 7.2.4 レプリ ケー シ ヨンの スケジュール 】 の手順2以降を参照してください。 
完了したら、 [次へ] ボタンをクリックします。 
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11. [プライマリメンバー]画面に切り替わります。プルダウンメニューからプライマリメンバーにする 
サーバーを選び、[次へ]ボタンをクリックします。 





V 


【注意】 プライマリメンバーの設定は、初期レプリケーシヨン時のみ利用されます。初期レプ 
リケーシヨンが完了後、プライマリメンパーと他のメンパーの区別はなくなります。 
新規レプリケーシヨングループの初期レプリケーシヨンの際、プライマリメンパー上 
のファイルは他のメンバーサーパー上のファイルよりも優先されます。初期レプリケ 
ーシヨン時にプライマリメンパー以外のメンバーサーバーにファイルが存在すると、 
予期しないファイル消失が発生することがありますので、あらかじめ別フォルダーに 
移動しておく等の処置が必要です。 


ノ 
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12. [レプリケートする フォルダー] 画面に切り替わります。[追綱 ボタンを クリックして、プライマリ 
メ ンパーのフォルダーを 選択します。 
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13. [レプリケートするフォルダーを追カロ]画面が表示されます。[レプリケートするフォルダーのローカ 
ルパス]を入力します。 



また、フォルダーの NTFS のアクセス許可を変更する場合は、上記の[アクセス許可]ボタンをクリックし 
てください。 
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[アクセス許可]ボタンをタリックした場合、下記の画面が表示されます。 



[カスタムのアクセス許可]を選択すると、[アクセス許可の編集]ボタンが有効になります。アクセス許可 
の設定が完了したら、 [ OK ] ボタンをクリックしてください。 
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14. [レプリケートする フォルダー] 画面に戻ります。[レプリケート フォルダー] 欄に設定した内容が表 
示されていることを確認し、 [次へ] ボタンをクリックします。 
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15. [他のメンバーによる"レプリケートフオルダー名"のローカルパス]画面に切り替わります。[メンバ 
' 一の詳細]欄にメンバ'—になっているサ'—バ'一名が表示されていることを確認します。[口 1 ーカルパ 
ス]が“く未設定>”になっているメンバーを選択し、[編集]ボタンをクリックします。 
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16. [編集]画面が表示されます。[メンバーシップの状態]の[有効]を選択し、[フォルダーのローカル 
パス]を入力します。このフォルダーを読み取り専用のレプリケートフォルダーにする場合は、[選 
択したレプリケートフォルダーをこのメンバーに対して読み取り専用にする]チェックボックスに 
チェックを入れます。設定が完了したら、[〇 K ] ボタンをクリックします。 
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17. [他のメンバー による”レプリ ケー トフ オルダ ー名” のローカルパス] 画面に戻り、 [メンバーの 詳細] 
欄に ローカルパスが 表示され、 [メンバーシップの 状態] が”有効” になっていることを確認します。 



[ローカル パス]欄が”<未設定>”になっている他の全てのメンバーについても、同様に ローカル パスを設 
定後、[次へ]ボタンをクリックします。 
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18. [設定の確認およびレプリケーシヨングループの作成]画面に切り替わります。設定内容を確認し、 
[作成]ボタンをクリックします。 
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奴$ 

a レプリケーシヨンクループの作成 
® メン/!卜の作成 

〇 レプリケ'•トフォルダ'•へ①ア5セス許可の設定 
'〇' レプリヶ-トフォルダ-の作成 
©メンバ， プオブジ;1外の作成 
@'掊 続の作成 

®DFS レプリケーンョンサ -t： スの状態を更新し.. 


m 


確認 


， ❼ 1 


スゎブ： 

レカケーンヨンクルーブの種額 
名前およびドメイン 

レブリケーンヨングル-プのメンバタスク ii ラー I 

トポロジ嫌尺 

八ブメンバー 

八ブとスポ'-クの接続 

レブリケーンヨングループのスゲジ 
ユールおよ u 帯域幅 

ブライマリメンパー 

レプリケートするフォルター 

他のメンバーにおける 
DFStargetl の口ーカルパス 

設定の確諮およ U レプリケーンヨ 
ンヴループの作成 

確認 


新し0レプリケーンヨングループウィザードを正常に完了しました。 


PJb5(0 


19. [作成]ホタンをクリックすると、[確認]画面に切り替わり、レプリケーシヨングループが作成され 
ます。正常に作成されると、[タスク]タブの画面の全項目の状態が”成功”になります。[エラー]夕 
ブの画面には、レプリケーシヨングループの作成がエラーになった場合、詳細なエラー内容が表示 
されます。 


新しいレブリケーションクルーブウィザード 


功功功功功功功 
节戈节节5节戈 

一 —^ - T.— TJJ 一 JO 1 J - 1 , 4 HJO 
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20. [閉じる】ボタンをクリックすると、下記の[レプリケーシヨンの遅延]画面が表示されます。[〇 K ] ボ 
タンをクリックして画面を閉じます。 


レブリケーンヨン® iS 廷 



レプリケーンヨンクループのメンパーにより梅成が取得されるまで、レブリケーンヨンは閉 
始されません。実際にかかる B 寺間は、 Active Directory ド少 f ンサ4スレプリケーン 
ヨン待ち時間およ U ボ-リンク間隔によって異なります。 

厂次回からこ®画面を表示しない (£) 


21.[ DFS の管理]画面に、作成したレプリケーシヨングループが表示されていることを確認してくださ 



DFS ©音理 


ファイル (F ) 揀作 ( A ) 表示( V )ウィンドウ⑽ヘルプ ( H ) -liffl x | 

<>•1 圃 | 哆 | 
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3.7.2.3 名前空間での共有と公開 

DFS 名前空間で公開されていないレプリケーシヨングループを DFS 名前空間に公開および共有する場合 
は、この操作を行います。 

1. 左ツリーより、共有を公開するレプリケーシヨングループをクリックします。中央画面で[レプリ 
ケートフォルダー]タブをクリックし、[公開の状態]が”未公開”となっているエントリをクリックし 
ます。右画面の[名前空間での共有と公開]をクリックします。 
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2. 「レプリケ'—トフォルダ'—の共有と公開ウイザ'ード」が起動します。レプリケ'—トフォルダ 1 一の公 

開方法を選択します。 

• [レプリケートフォルダーを名前空間で共有および公開する]:レプリケートフォルダーを共 
有し、 DFS 名前空間にも公開します。 

• [レプリケートフォルダーを共有する]:レプリケートフォルダーを共有しますが、 DFS 名 
前空間には公開しません。 

いずれかを選択し、[次へ]ボタンをクリックします。 
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3. [レプリケートフォルダーの共有]画面に切り替わります。[詳細]欄の [アクション] 歹 IJ を確認してく 
ださい。必要に応じて、[編集]ボタンをクリックして新しい共有フォルダー名と共有フォルダーの 
アクセス許可を変更および確認します。 
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4. [編集]ボタンをクリックすると、[共有の編集]画面が表示されます。[次の共有フォルダーを使用]の 
欄は[新規]が選択されていますので、共有フォルダー名を入力します。 


共有の編集 


メンバ-⑽ 


FILESV1 



レプリケートフオルターの□'■•カルパス (£): 
[c ： ¥DFStarget¥DFbtarget) 


次の共有フォルダ-を使用: 


^ 靳規⑽ 

|DFStarget1 


T ~ 

丁 



新し (• ヽ共有フォルダーのアクセス許可： 

^すべてのユーザー:_売み取り専用のアクセス許可⑻ 

f Administrators: フル アクセス:その他のユーザ'-:読み取 
り専用のアクセス許可 ( D ) 

c Administ ば ors: フルアクセス:その他の：^ザー:番き込 
みのアクセス許可(巡） 

c t ベてのユーザー:カスタマイズされたアクセス i 午可 ( U ) 

アクセス許可の編集 ( D ... | 

OK I キャンセル」 


[新しい共有フォルダーのアクセス許可]は必要に応じて選択します。アクセス許可をカスタマイズするに 
は、[すべてのユーザー：カスタマイズされたアクセス許可]を選択し、[アクセス許可の編集]をクリック 
します。[共有のアクセス許可]画面が表示されますので、アクセス許可を編集してください。 

編集が終了したら [0 K ] ボタンをクリックします。「レプリケートフォルダーの共有」画面に戻ります。 
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5. [レプリケートフォルダーの共有]画面で[次へ]ボタンをクリックすると、[名前空間のパス]画面に 
切り替わりますので、[参照]ボタンを押します。 

※この画面は、「公開方法」で[レプリケートフォルダーを名前空間で共有および公開する]を選 
択した場合に表示されます。[レプリケートフォルダーを共有する]を選択した場合は、手順8 
「設定の確認およびレプリケートフォルダーの作成」画面に切り替わります。 
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6. [名前空間の参照]画面の[名前空間]欄から名前空間を選択します。 



[新しい名前空間]ボタンをクリックして、新たに名前空間を作成することもできます。 
設定が終わったら [0 K ] ボタンをクリックして画面を閉じます。 
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7. [名前空間の パス] 画面に戻ります。[名前空間での親 フォルダー] の表示内容を確認してください。 
[次へ] ボタンをクリックします。 
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8. [設定の確認およびレプリケートフォルダーの共有]画面に切り替わります。設定内容を確認してく 
ださい。設定内容が正しい場合は、[共有]ボタンをクリックします。 
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9. [共有]ボタンをクリックすると、[確認]画面に切り替わり、レプリケートフォルダーが作成されま 
す。正常に作成されると、[タスク]タブの画面の項目にチェックマークが表示されます。エラーが 
発生した場合は、[エラー]タブを確^:してください。 



[確認]画面の[閉じる]ボタンをクリックして、「レプリケートフォルダーの共有と公開ウイザード」 
画面を閉じます。 
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10. [ DFS の管理]画面の中央画面の[レプリケート フォルダー] タブの「公開の状態」が“名前空間に公 
開”と表示されていることを確認します。（名前空間に公開した場合のみ表示されます。共有のみ作 
成の場合は表示が変わりません。） 
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3.7.2.4 レプリケーシヨンのスケジュール 

1. 左ツリーにて、スケジュールを編集するレプリケーシヨングループをクリックします。 
右画面で、[レプリケーシヨングループスケジュールの編集]をクリックします。 
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2. [スケジュールの編集]画面が表示されます。現在のスケジュ'ールの設定状況が表示されます。[基本 
スケジュ'ール]のプルダウンメニュ'一からスケジュ 1 —ルを選択します。曜日と時間が表示されてい 
るマス目を選択するか、ドラッグして範囲指定します。[帯域幅使用率]のプルダウンメニューから 
回線状況に応じた帯域幅を選択するか、[レプリケーシヨンなし]を選択します。 
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0:00 

0:00 

24 B 寺間 

0:00 

0:00 

24 B 寺間 

0:00 

0:00 

24 B 寺間 

0:00 

0:00 

24 B 寺問 

0:00 

0:00 

24 B 寺問 

0:00 

0:00 

24 B 寺問 

0:00 

0:00 

24 B 桐 


追加⑻. _. 」編集 ㈤ … J 則除⑻| 

OK I キャンセル 

--^ 

4. 設定が終わったら、 [0K] ボタンをクリックし、画面を閉じます。 [スケジュールの 編集]画面に戻り、 
設定内容を確認します。 

5. [OKI ボタンをクリ ック して、 [スケジュールの 編集]画面を閉じます。 


«詳細 (£) 


3. [詳細]ホタンをクリックすると、スケジュールの詳細が一覧表不されます。設疋内容を編集および 
確認してください。なお、[追加]ボタンまたは[編集]ボタンをクリックすると、15分単位でスケ 
ジュールの設定が可能です。 


國スケジュール®編集 


基本スケジュール|受 f 言 fP . ij メンバ-の□一: b ルタイム 

iy 




8 


12 14 16 18 


%) 

22 24 


[? ベて 

日 Bi 日 
月睹日 
I^BiB 
水 bi 日 
爾日 
金 

土曜日 


帯域幅使用率 ( B > [lx 



詳細①: 


B 


聞始時刻 


T 終了呤刻 




帯域幅 


KKK 献 


日日 B B B B 日 

1 BiBiBiBiBiBi 

日月火水木金土 
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3.7.2.5 今すぐレプリケート 

下記の手順にて、レプリケーシヨンスケジュールを無視して、強制的にすぐにレプリケートを開始するこ 
とができます。 

1. 左ツリーから、レプリケーシヨングループを選択し、中央画面の[接続]タブをクリックします。 

2. [接続]タブにてメンバーをクリックし、右画面の[今すぐレプリケート]をクリックします。 
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3. [今すぐレプリケート]画面が表示されます。[スケジュールよりも優先する]を選択し、[継続時間]と 
[帯域幅使用率]を選択して [ OK ] ボタンを押します。 



4. 下記の画面が表示されるので、 [0 K ] ボタンをタリックします。 


スケジュール正常 t 上#きされました 


□ 



逞択した接続のレブリケーンヨンスケジュールが上害きされました。 


0K 
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3.7.2. 6 読み取り専用のレプリケートフォルダー 


f - 

【注意】 




読み取り専用のレプリケートフォルダーを利用する場合は 、 Windows Server 2008 
以降の スキーマが 必要となります。また 、 Windows Server 2008 R 2 以降の [ DFS の 

管理]から操作する必要があります。 


' 【注意】 




読み取り専用のレプリケー トフオルダ ーを有効にすると、全ての ファイルの 書き込 
み オープン および新規作成の操作が監視されます。このため、 ファイルサーバーの 
性能が低下する可能性があります。 


下記の手順で、既存のレプリケートフォルダーを読み取り専用に設定します。 

1. 左 ツリーにてレプリケー シヨング ループをクリックします。中央画面の [メンバーシップ] タブをク 
リックし、読み取り専用に変更す るメン パーサーパーを選択します。右画面で[読み取り専用にする] 
をクリックします。 



なお、トポロジが [ハブ および スポーク] の場合、ハブメンバーは読み取り専用にすることはできませ 
ん。 
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2. 中央画面の[メンバーシップの状態]が”有効”から”有効(読み取り専用)”に変わったことを確認 
します。 



読み取り専用から読み書き可能に戻す場合は、右画面の[読み取り-書き込みに設定する]をクリックして 
ください。 


238 







































iStorage NS の共有領域を管理する 


37.2.7 診断レポートの作成 

1. 左ツリーにて、診断レポートを作成するレプリケーシヨングループをクリックします。 
右画面にて、[診断レポートの作成]をクリックします。 
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2. [診断レポート または テストの種類]の画面が表示され ます。 [状態レポート]、[伝達テスト]、[伝達 
レポート] から1つ 選択し ます。 以降、[状態レポート]の実行例を記述し ます。 
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3. [レポートのパス] と [レポート 名]に既定の値が設定されています。必要に応じて変更して [次へ] 
ボタンをクリックします。 
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4. [含めるメンバー]画面に切り替わります。[含めるメンバー]欄にメンバーサーバー名が表示されま 
す。 除外するメンバーがある場合は、メンバーサーバー名を選択し、[削除]ボタンをクリック しま 
す。 [次へ]ボタンをクリック します。 
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5. [オプション]画面に切り替わります。[ウイザードでバックログファイル数を計算しますか？]では、 

• はい、このレポートでバックログファイル数を計算します 

• いいえ、このレポートでバックログファイル数を計算しません 
のいずれかを選択してください。 

[メンバーごとにレプリケートファイル数とそれぞれのサイズを計算]は必要に応じてチェックを入れ 
ます。[次へ]ボタンをクリックします。 
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6. [設定の確認およびレポートの作成]画面に切り替わります。設定内容を確認し、[作成]ボタンをク 
リックします。 



f \ 

【注意】診断レポートがエラーになった場合、[確認]画面に切り替わります。[タスク]タブの画 
面の項目に「 X 」マークが表示されます。[エラー]タブの画面には、詳細なエラー内容 
が表示されます。内容を確認の上、設定を見直し、再度作成してください。 

[正常に完了したウイザードを閉じる】のチェックを外すと、診断レポートが正常に作成 
された場合でも、[確認]画面が表示されます。 

V_ J 
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7. 初回実行時には、以下のような Internet Explorer の画面が表示されます。[追綱ボタンをクリック 
します。 


Internet txplorer 


〇 下(こ表示されている Web サイトの]ンテンツは、 Internet P 引..ス m 一一I 

Explorer セキュリティ強化の橘成によってブロックされていま 挪恥） I 

about： internet 

W Web サイトのコンテンツがブロックされる B 寺は、このメッセージを表示すが〇) 

Internet Explorer セキ ~i り亍ィ弓槁成の I 丢糸 ffi 有■表汗 i します。 


この Web サイトを信賴している場合、信賴済みサイト©リ-ン(こ追加 
すると、低いレペルのセキュリティでサイトを実行できます〇この Web サイ 
卜が□一カルイントラネット(こある埸合、ベルプ (DI 兑明を#照して、口-力 
ルイントラネットのゾーン(こサイトを追加してください。 


追加 («• 


ンテンツは低いレベルのセキュリティで実行されます。これは Internet Explorer などのすべて 
のアプリケーンヨンに影響します。 


[信頼済みサイト]画面にて、[追加]ボタンをクリックし[閉じる]ボタンをクリックします。 
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8. [DFS レプリケーシヨンの状態レポート]が表示されます。 
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3.7.2.8 競合発生時の挙動 

複数のサーバーで同時にファイルが更新されると、競合が発生します。 

DFS レプリケーシヨンは、競合を解決するために、以下のような処理を行ないます。 

• ファイル内容の競合の場合：最後の更新を優先し、それ以外の更新は不採用にします。 

• 名前の競合の場合：最初の更新が優先され、それ以外は不採用にします。 

競合の解決の結果、不採用になったファイルやフォルダーは、レプリケートフォルダーの配下に存在する 
『 DfsrPrivate ¥ ConflictAndDeleted 』 フォルダーに移動されます。 

なお、 『 DfsrPrivate ¥ ConflictAndDeleted 』 フォルダーにファイルが移動するときにファイル名が変更されま 
す。元のファイル名との対応は、 『 DfsrPrivate ¥ ConflictAndDeletedManifest . xml 』 ファイルに記録されてい 
ます。 

f \ 

【注意】 DFS レプリケーシヨンが自動的に行なう競合の解決は、不採用になった更新の実行者の 
観点からは予期しないファイル破損と解釈される可能性があります。 

よって、 DFS レプリケーシヨンを利用する際は、競合が発生しないように運用で回避す 
る必要があります。レプリケーシヨンフォルダーを提供するサーバーが Windows 
Server 2008 R 2 の場合は、読み取り専用のレプリケーシヨンフォルダーを利用すること 
で回避することもできます。 

V J 

f \ 

【注意】レプリケートフォルダーの配下の 『 DfsrPrivate 』 フォルダーは隠しフォルダーになって 
いるため、エクスプロ'ーラ'—の表示設定によってはファイルー覧に表示されません。 

また、 『 ConflictandDeleted 』 フォルダーには、 Administrators グループしか参照できない 
ACL が設定されています。 

V J 


- 

【注意】 『 ConflictAndDeleted 』 フォルダー内に保持できるファイルサイズは、デフォルトで 
660 MB までになっています。ディスク使用量がこの値に近づくと 『 ConflictAndDeleted 』 
フォルダー内のファイルは自動的に削除されます。 

^ j 
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